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私たちが他者との関係を構築していく上で、どのようなコミュニケーションを行っているかへの関心とも相ま

って、様々な分野で談話分析が行われている。この分析の資料となる談話は、参加者の人数、メディアの有無

などで使用モード、情報の流れが異なり、それが出現する言語に影響を及ぼすことが推察される。 

 フィラーは、先行研究では「遊び言葉」「言いよどみ」「ヘジテイション」などと呼ばれてきたが、詳細な研

究が行われてきたとは言い難く、特に数量的なデータを伴った考察は少ない。本稿では、フィラーを「それ自

身命題内容を持たず、かつ他の発話と狭義の応答関係・接続関係・修飾関係にない、発話の一部分を埋める音

声現象」と定義し、その種類を「母音型」「あいまい母音型」「ンー型」「エート型」「コソア型」「コーソー型」

「マー型」「モー型」「ナンカ型」「ハイ型」「ネー型」の 11 種類に分け、数量的なデータを裏付けに、その機

能について考察した。先行研究に見られない本研究の特色は、次の３点である。 

（１）フィラーの音声面について考察する。 

（２）講演会の談話、留守番電話の談話、対話、電話の談話という４種類の談話資料を用い、一方方向の談話

と双方向の談話、空間を共有する談話と共有しない談話のような、談話の種類とフィラーとの関わりについて

考察する。 

（３）談話の全体構造と関わらせて、フィラーの機能について考察する。 

 本稿の構成は、第１章が研究の目的、第２章が先行研究の概観、第３章が講演の談話のフィラー分析（８談

話、フィラー数 5,514）、第４章が留守番電話のフィラー分析（160 談話、フィラー数 441）、第５章が対話のフ

ィラー分析（８談話、フィラー数 1,376）、第６章が電話の談話のフィラー分析（８談話、フィラー数 493）、

第７章が談話の種類とフィラーとの関わりの考察、第８章がまとめと今後の課題となっている。第３章から第

６章までは、上述の特色を踏まえ、まず談話の構造を分析し、その後フィラーの音声面、談話上の位置、役割、

属性、談話の種類との関わりについて分析を行った。 

 その結果は、以下のようにまとめられる。 

（１）音声面については、平板に発音されるものが多い、特定の音が頻出する、単語に比べ短いものが多い、

フィラーの開始音が前母音とほとんど一致し、発話の途中にしか出現しないものがある、といった傾向が見ら

れる。 

（２）談話上の位置については、談話の冒頭、発話の冒頭、助詞の後のような意味の切れ目や、換言・修正、

倒置、引用の開始、助詞の省略、語の並列のような箇所に現れる。また、聞き手の面子をつぶさないように配

慮する、聞き手の注意を促すといった状況においても現れる。さらに、フィラーを頻繁に使用する話し手と、

そうでない話し手がいる。ここから、フィラーには「テクスト構成に関わる機能」「対人関係に関わる機能」

「話し手の情報処理を表出する機能」の三つの機能があると言える。 

（３）談話の構造とフィラーとの関係では、開始部から中心部へ移行する箇所に出現頻度が高いことがうかが

える 

（４）談話の種類によってフィラーの種類に異なりが見られ、特に情報の流れが一方方向か双方向か、空間を

共有しているかいないかが、異なりの大きな原因となっている。 これらの結果から、本稿で扱ってきたフィ

ラーは、はっきりと言語形式と言えるものと無意味な音声断片に過ぎないものに分類されること、品詞分類の

枠組みの中で考えるとすれば、その中の一部を感動詞として位置付けることができるが、その場合、感動詞の

定義を修正したり、用法を付け加えたりする必要があることが指摘できる。また、「テクスト構成に関わる機

能」「対人関係に関わる機能」「話し手の情報処理能力を表出する機能」という三つの機能を持つフィラーは、

その機能を最も効果的に発揮できる談話上の位置に出現し、聞き手とのコミュニケーションを図っていると言

える。つまりフィラーは、話し手にとっては自分の発話をモニターし、発話を軌道に乗せたり修正したりする

のに役立ち、聞き手にとっては発話の意味や話し手の心情の理解に役立つ親切信号なのである。ただし、この

親切信号は、頻度が高すぎると情報処理能力が乏しいことを示すことにもなり、聞き手にとって迷惑信号に変

わる恐れもある。いかに迷惑信号を減らし、親切信号のみで話ができるかが、話し手のしゃべりのうまさや好

感度につながっていくのではないかと思われる。  


